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エ
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ル
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
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給
率
向
上
に

　

四
日
市
事
務
機
セ
ン
タ

　

迅
速
な
保
守
点
検
へ
体
制
構
築

佐野智成社長

最上位の対応力認定
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円。従業員数は人。

事務機器の保守点
検事業を拡大する

四日市市の本社社屋

　
四
日
市
事
務
機
セ
ン
タ


は

事
務
機
器
の
保
守
点
検

事
業
を
強
化
し
て
い
る

故

障
に
迅
速
に
対
処
す
る
体
制

を
構
築

得
意
先
の
ニ

ズ

に
応
え

一
段
の
成
長
に
つ

な
げ
る


　
１
９
７
４
年

佐
野
智
成

社
長
の
父
・
幸
男
氏
が
創
業


官
公
庁
向
け
に
事
務
機
器
を

販
売
し
て
い
た


　
現
在
の
得
意
先
は
民
間

企
業
で

社
数
は
三
重
県
北

勢
地
域
を
中
心
に
約
５
千

社
に
上
る

製
品
ラ
イ
ン
ア


プ
は

複
合
機
や
イ
ン
タ


ネ

ト
回
線
機
器
な
ど

だ


　
た
だ

事
務
機
器
の
市
場

は
中
長
期
的
に
伸
び
悩
み
が

予
想
さ
れ
る

そ
こ
で
今
後

の
成
長
戦
略
の
柱
に
据
え
て

い
る
の
が

保
守
点
検
事
業

だ


　
同
社
で
は

得
意
先
の
事

務
所
で
機
器
の
故
障
が
発

生
し
た
際

連
絡
を
受
け
て

か
ら
修
理
完
了
ま
で
の
時
間

を

分
以
内
と
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る

同
社
の
社
員

が
現
場
で
修
理
を
終
え
る
ま

で
に
か
か

た
時
間
は

社

内
の
シ
ス
テ
ム
で
計
測
し
て

い
る

社
員
が
修
理
完
了

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち


ど
の
工
程
で
時
間

を
要
し
た
か
な
ど

も
検
証
し

改
善

に
つ
な
げ
て
い

る


　
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

対
応
力
も
高
い


主
要
仕
入
れ
先
キ

ヤ
ノ
ン
の
サ

ビ

ス
部
門
の
コ
ン
テ

ス
ト
で


年
連
続
で
最
上

位
の
﹁
Ａ
Ａ
Ａ
﹂︵
ト
リ
プ

ル
エ

︶
を
獲
得

ト
リ
プ

ル
エ

認
定
を
受
け
て
い
る

企
業
は
東
海
４
県
で
２
社


全
国
で
も

社
だ


　
佐
野
社
長
は
﹁
社
員
全
員

が
連
携
し
て
仕
事
を
す
る
意

識
を
浸
透
さ
せ

顧
客
の
期

待
に
応
え
て
い
き
た
い
﹂
と

話
し
て
い
る


　　
　　　　　　　　　　▷　

●岐阜支社
岐阜市柳ヶ瀬通

―
岐阜中日ビル階
電話
（）

ＦＡＸ
（）

●東濃支局
多治見市上野町

―
日映マンション

Ⅲ
電話、ＦＡＸ兼用
（）

●西濃支局
大垣市室本町の
竹中ビル号
電話、ＦＡＸ兼用
（）

●三重支社
津市栄町の
津栄町三交ビル

３階
電話
（）

ＦＡＸ
（）

●四日市支局
四日市市中浜田町
の
ロイヤルマンショ
ンＨＡＭＡＤＡ

号
電話
（）

ＦＡＸ
（）

（６）（第三種郵便物認可） ２０１８年　（平成３０年）　７　月２７日　金曜日

みのかもジョブフェアの会場

輸出の仕組みなど
を解説する永田氏

原有匡社長

低
価
格
６
店
を

来
月
同
時
開
業

ア
ク
ト
ス

あ
い
さ
つ
す
る
間
宮
支
部
長

㊤
同
社
の
保
有
す
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ル
製
造
プ
ラ
ン
ト

㊨
湖
を
覆
う
水
草
は
交
通
の
妨
げ
に
な
る

海
外
展
開
テ

マ
に
講
演
会

県
中
小
団
体
中
央
会

　
︻
津
︼
三
重
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
は

日

津
市
の
プ

ラ
ザ
洞
津
で
﹁
中
央
会
夏
季
セ

ミ
ナ

﹂を
開
催
し
た
会
員
組

合
員
ら
約

人
が
出
席
し
た


　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
中

部
本
部
の
永
田
功
国
際
化
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ

が
﹁
中
小
企
業

の
海
外
展
開
に
つ
い
て

輸
出

の
仕
組
み
と
輸
出
販
売
の
基
礎


﹂
を
テ

マ
に
講
演
し
た


永
田
氏
は

海
外
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
つ
い
て
﹁
外
国
人
目
線
で

商
品
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
が
大
切
だ
﹂
と
語

た


　
ま
た

日
本
通
運
の
由
井
瑞

穂
事
業
開
発
部
課
長
が
﹁
海
外

へ
の
販
路
拡
大
を
後
押
し
す
る

海
外
展
開
ハ
イ
ウ

イ
構
想
に

つ
い
て

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｉ
ｎ
　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
を
ア
メ
リ
カ
へ


﹂
と
題
し
て
講
演
し
た


親
子
向
け
に
実
験
教
室

中
電
の
川
越
電
力
館

　
︻
四
日
市
︼
中
部
電
力
は


日

三
重
県
川
越
町
の
博
物
館

﹁
川
越
電
力
館
テ
ラ

﹂
で


親
子
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
﹁
電
気

実
験
教
室
﹂
を
開
催
し
た

写

真

同
様
の
イ
ベ
ン
ト
は

日

か
ら
開
催
し
て
お
り

３
日
間

で
小
学
生
と
保
護
者
２
８
０

組

５
６
０
人
が
参
加
し
た


　
イ
ベ
ン
ト
で
は

川
越
電
力

館
テ
ラ

の
展
示
館
担
当
職
員

の
土
居
茉
由
奈
さ
ん
が
講
師
を

務
め

電
力
の
役
割
や
火
力
発

電
の
仕
組
み
な
ど
を
説
明
し

た
そ
の
後
子
ど
も
た
ち
が
電

気
の
力
で
ブ
ラ
ン
コ
を
動
か
し

た
り

発
電
装
置
の
ハ
ン
ド
ル

を
回
し
て
豆
電
球
を
点
灯
す
る

実
験
な
ど
に
挑
戦
し
た

小
型

の
エ
コ
カ

づ
く
り
も
行

た


　
土
居
さ
ん
は
﹁
子
ど
も
た
ち

が
真
剣
な
表
情
で
積
極
的
に
実

験
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
か

た
﹂
と
話
し
て

い
た


　
中
部
電
力
は

２
０
１
４
年

か
ら
川
越
電
力
館
テ
ラ

で
電

気
実
験
教
室
を
開
催
し
て
お

り

今
年
で
５
回
目


　
同
社
は
古
紙
回
収
を
中
心

に

不
要
資
源
の
有
効
活
用
が

事
業
領
域


年
に
シ

レ


ダ

ご
み
や
植
物
か
ら
バ
イ
オ

エ
タ
ノ

ル
を
抽
出
す
る
事
業

を
始
め

エ
ネ
ル
ギ

分
野
に

も
進
出
し
た


年
３
月
期
の

売
上
高
は
８
億
４
４
０
０
万

円


　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
昨
年
か

ら

湖
な
ど
で
大
量
発
生
し
て

い
る
外
来
種
の
水
草
﹁
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
﹂
を
用
い
た
バ
イ
オ
エ

タ
ノ

ル
製
造
の
事
業
化
に
向

け
て
調
査
を
行

て
い
る

調

査
は

国
際
協
力
機
構
︵
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
︶
の
﹁
中
小
企
業
海
外
展

開
支
援
事
業
﹂
の
採
択
を
受
け

実
施
し
て
い
る


　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
湖
周
辺
に
は

水
上
生
活
者
が
多
く

水
草
は

交
通
の
妨
げ
に
な
り
が
ち
だ
と

い
う

ま
た
主
だ

た
用
途
も

な
く

処
理
が
課
題
と
な

て

い
る

さ
ら
に
同
国
は

エ
ネ

ル
ギ

の
多
く
を
近
隣
国
に

依
存
し
て
い
る
と
い
う
課
題
も

あ
る

バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ル
は

ガ
ソ
リ
ン
に
混
ぜ
て
活
用
で
き

る
こ
と
か
ら

不
要
な
水
草
を

活
用
し
て
エ
ネ
ル
ギ

自
給
率

向
上
に
つ
な
げ
る
狙
い
も
あ

る


　
現
在
進
め
て
い
る
調
査
の
完

了
後

同
国
中
部
の
コ
ン
ポ
ン

チ

ナ
ン
州
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
工

科
大
学
と
組
み

同
州
チ

ヌ


ク
ト

ル
村
で
普
及
・
実
証

事
業
を
開
始
す
る
計
画
だ

８

月
に
は
州
の
副
知
事
を
日
本
に

招
き
技
術
な
ど
を
説
明
す
る


そ
の
後


年
中
に
も
別
の
村

で
事
業
展
開
す
る
考
え


　
原
社
長
は
﹁
製
造
過
程
で
用

い
る
酵
素
の
調
達
な
ど
コ
ス
ト

面
で
課
題
は
あ
る
が

未
利
用

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
エ
ネ

ル
ギ

問
題
に
貢
献
し
た
い
﹂

と
話
し
て
い
る


総
会
と
セ
ミ
ナ

実
施

Ｔ
Ｋ
Ｃ
岐
阜
な
ど

　
︻
岐
阜
︼
税
理
士
ら
で
組
織

す
る
Ｔ
Ｋ
Ｃ
岐
阜
支
部

同
東

濃
支
部
同
高
山
支
部
は

日


岐
阜
市
の
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で

総
会
と
﹁
経
営
者
セ
ミ

ナ

﹂
を
実
施
し
た

ジ



ナ
リ
ス
ト
の
櫻
井
よ
し
こ
氏
が

登
壇
し
た
セ
ミ
ナ

に
は

Ｔ

Ｋ
Ｃ
会
員
の
ほ
か

税
理
士
の

顧
問
先
企
業
関
係
者
な
ど
約
５

０
０
人
が
聴
講
し
た


　
当
日
は
岐
阜
支
部
の
﹁
第


回
定
時
総
会
﹂
に
加
え

３
支

部
合
同
で
初
め
て
と
な
る
﹁
第

１
回
定
時
総
会
﹂を
実
施
し
た


　
セ
ミ
ナ

で
は
冒
頭

Ｔ
Ｋ

Ｃ
岐
阜
支
部
の
間
宮
雄
次
支
部

長
が
あ
い
さ
つ

間
宮
支
部
長

は

﹁
中
小
会
計
要
領
に
準
拠

し
た
信
頼
性
の
高
い
決
算
書
の

作
成
﹂
な
ど
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
の

重
点
運
動
方
針
に
加
え

岐
阜

支
部
の
重
要
運
動
方
針
と
し
て

﹁
早
期
経
営
改
善
計
画
策
定
支

援
の
普
及
に
取
り
組
む
﹂
な
ど

４
事
項
を
確
認
し
た


　
一
方
櫻
井
氏
は﹁
頼
る
な


備
え
よ

勁
︵
つ
よ
︶
き
日
本

へ
！
﹂を
テ

マ
に
講
演
し
た


就
職
説
明
会
を
開
催

美
濃
加
茂
会
議
所

　
︻
美
濃
加
茂
︼
美
濃
加
茂
商

工
会
議
所
は

日

美
濃
加
茂

市
太
田
町
の
中
央
体
育
館
で


就
職
や
転
職

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ


ン
希
望
者
を
対
象
に
し
た
合

同
就
職
説
明
会
﹁
み
の
か
も
ジ


ブ
フ

ア
２
０
１
８
﹂
を
開

催
し
た

前
回
を
上
回
る

社

が
出
展
介
護
や
建
設
運
輸
業

界
か
ら
の
参
加
が
目
立

た


　
同
フ

ア
は
ハ
ロ

ワ

ク

美
濃
加
茂
管
内
に
事
業
所
を
構

え
る
企
業
と

地
元
で
就
職
を

希
望
す
る
一
般
求
職
者
や
若
者

と
の
出
会
い
の
場
創
出
を
目
的

に
年
２
回
開
催
し
て
い
る

出

展
企
業
の
増
加
で

会
場
を
よ

り
多
く
の
人
が
収
容
で
き
る
体

育
館
に
変
更
し
た

開
始
と
同

時
に

一
般
求
職
者
や
高
校
生

と
家
族
な
ど
約
２
０
０
人
が
来

場

企
業
ブ

ス
で
担
当
者
か

ら
説
明
を
受
け
た


　
ハ
ロ

ワ

ク
美
濃
加
茂
の

山
下
保
所
長
は
﹁
空
前
の
人
手

不
足
で

企
業
の
雇
用
ニ

ズ

が
高
ま

て
い
る

こ
の
場
を

活
用
し
て
自
社
ア
ピ

ル
し
て

ほ
し
い
﹂
と
話
し
た


　
︻
多
治
見
︼
バ
ロ

ホ

ル

デ

ン
グ
ス
傘
下
で
ス
ポ

ツ

ク
ラ
ブ
運
営
の
ア
ク
ト
ス
︵
本

社
多
治
見
市
︶
は

日

低
価

格
業
態
店
舗
﹁
ス
ポ

ツ
ク
ラ

ブ
ア
ク
ト
ス
　
ウ

ル
ジ

﹂

を
過
去
最
多
と
な
る
６
店
舗
同

時
に
開
業
す
る
と
発
表
し
た


８
月
１
日
に
岐
阜

滋
賀

奈

良
の
各
県
で
オ

プ
ン
す
る


　
オ

プ
ン
す
る
の
は
﹁
コ
ノ

ミ
ヤ
可
児
﹂︵
可
児
市
︶
﹁
三

洋
堂
瑞
浪
中
央
﹂︵
瑞
浪
市
︶

﹁
ケ

ズ
デ
ン
キ
西
大
津
﹂︵
大

津
市
︶
﹁
堅
田
プ
ラ
イ
ス
プ

ラ
ザ
﹂︵
同
︶
﹁
ハ

ス
ル
天

理
﹂︵
天
理
市
︶
﹁
ミ
・
ナ


ラ
﹂︵
奈
良
市
︶
の
施
設
内


　
三
洋
堂
瑞
浪
中
央
は

三
洋

堂
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
傘
下
の

三
洋
堂
書
店
に
よ
る
２
店
舗
目

の
フ
ラ
ン
チ

イ
ズ
チ


ン

︵
Ｆ
Ｃ
︶
店

ミ
・
ナ

ラ
も

店
舗
什
器
製
造
の
オ

パ
ス

︵
本
社
奈
良
市
︶
に
よ
る
Ｆ
Ｃ

店
と
な
る


　
同
社
は
近
年

ウ

ル
ジ


の
出
店
を
加
速
し
て
い
る

６

店
の
開
業
で

今
３
月
期
の
出

店
は

店
と
な
り

年

店
だ


た
前
期
の
出
店
ペ

ス
を
上

回
る
勢
い
だ

総
店
舗
数
は
１

１
５
店
で

う
ち
Ｆ
Ｃ
店
舗
は


店


　
古
紙
な
ど
再
生
資
源
卸
の
サ
ン
ウ
エ
ス
パ
︵
本
社
岐
阜
市
岩
田
西

原
有
匡
社
長

電
話
０
５

８
・
２
４
１
・
８
０
７
７
︶
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
水
草
を
用
い
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ

ル
製
造
を
２

０
２
２
年
に
も
開
始
す
る

現
在
は
調
査
段
階
で
今
後

現
地
の
自
治
体
な
ど
と
と
も
に
行
う
普

及
・
実
証
事
業
を
経
て

事
業
展
開
を
目
指
す

不
要
な
水
草
の
活
用
で

エ
ネ
ル
ギ

自
給
率

の
向
上
に
寄
与
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
模
索
す
る

　
　
　
　
　
　
︵
岐
阜
・
笹
口
健
太
︶


